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名

誉

教

授

亀

井

孝

先

生

著

作

目

録
(

抄
)

昭
和
一

〇
年
(

一

九
三

五

年
)

二
月

敬
語
｢

こ

し

め

す
+

に

つ

い

て

(

国
語
と

国
文

学
一

二

ノ

一

一

)

昭
和

〓
年
(

一

九
三

六

年
)

七

月

理

由
を

表
は

す

接
続

詞
｢

サ
カ

イ
ニ

+

(

方

言
六
ノ

七
)

九

月

佐
久
間
鼎
博
士

著
｢

現
代
日

本
語
の

表
現
と

語

法
+

(

書

評
)

(

国

語
と

国
文
学
一

三

ノ

九
)

一

〇
月

文
法
体

系
と

そ
の

歴
史
性
(

国
語
と

国
文
学
一

三

ノ
一

〇
)

昭
和

〓
一

年
(

一

九
三

七

年
)

･七
月

湯
沢
幸
吉
郎
氏
著
｢

徳
川
時
代
言

語
の

研
究
+

(

書
評
)

(

国
語
と

国
文
学
一

四

ノ

七
)

八

月

室
町

時
代
末
期
に

お

け

る

タ

行
者
の

口

蓋
化
に

つ

い

て

(

方

言
七

ノ

七
)

昭
和
一

四

年
(

一

九
三

九

年
)

一

月

小

林
好
日

著
■｢
日

本
文
法
文
+

(

書
評
)

(

言
語
研
究
一

)

三

月

吉
田

澄
夫
氏
著
｢

天
草
版
金
句
集
の

研
究
+

(

書
評
)

(

国

語
と

国
文
学
一

六

ノ

三
)

四

月

国
語
と

民

族
性
と

の

問
題
(

国
語
と

国
文
学
一

六

ノ

四
)

一

〇
月

■
本
居
春
庭
の

古
道
論
(

国
語
と

国
文
学
一

六

ノ
一

〇
)

3 β0

昭
和

〓
ニ

年

二

月

二

月

七

月

(

一

九
三

八

年
)

日

本
言
語
学
の

た

め
に

(

文
学
六

ノ

二
)

現
代
国
語
学
思

潮
の

素
描
(

国
語
と

国
文

学
一

五

ノ

二
)

金
田
一

京
働
博
士

著
｢

国
語
史
系

慧
+

(

書
評
)

(

国
語
と

国
文
学
一

五
ノ

七
)

昭
和
一

五

年

七

月

二
月

昭
和

〓
(

年

昭
和

一

八

年
四

月

昭
和

一

九

年

五

月
六

月

(

一

九
四

〇
年
)

重

政
信
弘
氏
著
｢

国

語
学
史
概
説
+

(

書
評
)

(

国
語
と

国

文
学
一

七

ノ

七
)

国
語
研
究
資
料
の

影
印
三

種
(

言
語
研

究
六
)

(

一

九

四
一

年
)

琉
球
方
言
の

史
的
地

位
(

方

言
研
究
二
)

(

一

九

四
三

年
)

上

代
和
音
の

古
内
撥
音
尾
と

唇
内
発
音
尾
(

国
語
と

国
文

学
二

〇
ノ

四
)

(

一

九
四

四

年
)

狂
言
の

こ

と

ば

(

能
学
全
書
五

創
元

社
)

元
卸
木

下
学

集
(

岩
波
文
庫

岩
波
書
店
刊
)

′♪



(1 2 1) 名 誉教 授亀 井孝 先 生 著作 日録抄

峯

十
-

ノ

ミ

′

漣

チ
で

■
■

凄

ゝ

～

‥

一

㌣

-

1

{

∵
一

-

一

〇
月

共
時
態
の

時
間
的
構
造
(

橋
本
博
士
還
歴
記
念
会

編

国

語
学
論
集

岩
波

書
店
)

昭
和
〓
一

年

七
･

八

月

四

月

昭
和
〓

〓

年
(

一

九

四
六

年
)

い

は

ゆ

る

｢

言
語
学
的
古
生

物
学
+

の

成
立
(

一

橋
論
叢

一

六

ノ
一

･

二
)

東
大
寺
諷
詞
文

稿
の

｢

コ

+

の

仮
字
に

つ

い

て

(

文

学
一

四
ノ

四
)

(

一

九
四
七

年
)

八

月
八

月
九
月

一

〇
月

昭
和
二

大

年

国
文
学
二

七
ノ

四
)

日

本
語
系
統
論
の

問
題
(

下
)

(

一

橋
論

叢
二

二

ノ

二
)

故
橋
本
博
士
の

学

問
像
と

国
語
音
韻
の

研
究
(

橋
本
進

貢

博
士
著
作
集
四

解

説

岩
波
書
店
)

方
言
文
学
と

し
て

の

東
歌
､

そ
の

言
語
的
背
景
(

文
学
一

八
ノ

六
)

晩
稲
涼
鼓
集
を

中
心
に

み
た

四
つ

が

な

(

国
語
学
四
)

(

一

九
五
一

年
)

一

月

国
語
問
題
と

国
語
学
(

国
語
と

国
文
学
二

四
ノ
一

)

七

月

ソ

ソ

ク

∨
ソ

ソ

グ

ー
E

宍
弓
∽

宏
‥

｢

美
都
骨
曾
久
+

に

つ

い

て

1
(

国
語
と

国
文
学
二

四
ノ

七
)

昭
和
こ

三

年
(

一

九

四

八

年
)

一

一

月

日

本
語
の

現
状
と

術
語
(

息
忍
の

科
学
三

ノ

九
)

昭
和
二

四

年
(

一

九
四

九
年
)

六

月

日

本
語
系
統
論
の

問
題
(

上
)

(

一

橋
論
叢
二
一

ノ

五
･

六
)

一

〇
月

小

山
板
節
用
集
の

系
統
と

価
値
(

国
語
と

国
文
学
二

六

ノ

一

〇
)

一

一

月

｢

つ

な

ぐ
+

考

-
意
味
論
的
考
察
の

こ

こ

ろ

み

-
(

国

語
国
文
一

八
ノ
一

六
)

昭
和
〓

五

年
(

一

九
五

〇
年
)

三

月

柿
本
人
麻
呂
訓
話

異
見

-
語
の

意

味
の

歴
史
的
再
建
の

限
界
に

対

す
る

反

省
と

し
て

ー
(

国
語
と

国
文
学
二

七

ノ

三
)

四

月

古
典
的
文
学
作
品
に

対
す
る

言
語
感
覚
の

問
題
(

国
語
と

八

月

上

代
日

本
語
の

音
節
｢

シ
+

｢

チ
+

の

母

音
(

言

語
研

究

一

一

)

昭
和
二

七

年
(

一

九
五
二

年
)

七

月

憶
艮
の

貧
窮
問
答
の

う
た
の

訓
ふ

た

つ

(

万

葉
四
)

昭
和
〓

八

年

四

月

五

月

昭
和
〓

九
年

二

月

三

月

三

月
(

一

九
五
三

年
)

A
岩
l

p

勺

巴
-

e
S

O

→

篭
ま

だ
乙
一

首

河
e
-

巴
e

d

t

O

只
O
r

e

巴
-

り
ま

⊇
S
丸

p

已

治
～

河
O
S

p
e

旨
く
0
-

y
～

T
F
e

A
目

口

已
00

O
f

t

F
O

H
芹
O

t
S

仁

♂

監
E

A
O

P

d
①

m
y
.

く
○
-
･

-

H

一

望
?

N
･

古
今
和
歌
集
の

註
釈
の

た

め

に

(

金
田
一

博
士

苗
穂
記
念

言
語
･

民

俗
論
叢

三

省
堂
)

(

一

九
五

四

年
)

C

F

F
e
s

O

出
○

∃
O

W
ト

ロ
g

S

i

n

巧

言

≡
e

r

P
t

e

l

p
勺

P
ロ
e
∽

e

(

吉
川

弘
文
館
刊
)

｢

ツ

ル
+

と

｢

イ
ト
+

-
日

本
語
の

系
統
の

問

題
を

考

え

る

上
の

参
考
と

し

て

ー
(

国
語
学
一

六
)

-
▲

大
野
晋
『

上

代
仮
名
遣
の

研

究

-
日

本
書
紀
の

仮
名
を

部
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中
心
と

し

て

-
』

(

書
評
)

(

言
語
研
究
二

五
)

六

月

日

本
人
と

言
語
生

活
(

日

本
放
送
協
会
編

こ

と

ば
の

研

究
室
Ⅱ

講
談
社
)

八

月

国
語
の

変
遷
と

歴
史
(

要
旨
)

(

国
語
学
一

七
)

九
月

日

本
語
と

そ
の

研
究
と

の

背
景
(

一

橋
論
叢
三

二

ノ

三
)

一

〇
月

O
n

t

F
e

A

ま
F
e

n
t
i

c

首
O
h

O

苧
岩

邑
-

n
g
s

F

S

5
.

?

l

P
勺
p

ロ
e
S

タ

T
F
e

A
コ
ロ

巴
∽

○
{

t

F
O

H
芹
O

t
S

∈
ビ

監
E

A
c

邑
e

m
y
.

く
○
-
.

く

ヨ
〇
.

-
.

昭
和
三

〇
年
(

一

九
五

五

年
)

三

月

概
説
文

語
文
汰
(

吉
川
弘
文
館
刊
)

七

月

室
町

時
代
末
期
の

凧
に

関
す
る

お

ぼ

え
が

き

(

国
語
研
究

三
)

九

月

近

代
日

本
語
の

諸
相
の

成
立

(

国
語
学
二

二
)

埋

も
れ

た

言
語
と

埋

も

れ
た

訓
話
(

万

葉
一

七
)

昭
和
三
一

年
(

一

九
五

六

年
)

二

月

新
編
文
語
文
法
(

大
和
文
庫
刊
)

三

月

｢

音
韻
+

の

概
念
は

日

本
語
に

有
用
な

り

や

(

国

文

学

敬

一

五
)

五

月

文
章
と
い

う
も

の

(

学

鐙
五
)

九
月

ガ

行
の

か

な

(

国
語
と

国
文
学
三

三

ノ

九
)

昭
和
三
こ

年
(

一

九
五

七

年
)

一

一

月

言
語
史
上
の

室
町

時
代

(

図
説
日

本
文

化
史
大

系
七

小

学
館
)

一

二

月

『

日

本
古
典
文
学
大

系

万

葉
集
一

』

(

文
学
二

五
ノ

こ

一

二

月

古
事
記
は

よ

め

る

か

(

古
事
記
大
成
三

平
凡

社
)

佗
り

∂

○
ロ

S
O

ヨ
e

E

已
r

苧
p
F

O
ロ
○
】

○

粥
-

○

勺

賀
巴
】
e
-

s

t

O

Z
e

守

t

岩
-

i

s

毘
i

O

n

勺

3
勺

弓
-

T

岩
く

2
-

粥

仁
e

〓
ロ
S
{

芹
亡
t

n

b

-

i

ロ

粥
亡

訂
什

古
口
e
､

く
○
-
.

H

I
.

昭
和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

一

月

｢

捷
解
新
語
+

小

考
(

一

橋
論
叢
三

九
ノ
一

)

一

月

言
語
文
化

-
か

な
の

成
立
と

そ
の

性
格
｢

図
説
日

本
文

化
史
大
系
四

平
安
上
+

(

小

学
館
)

三

月

｢

最
善
の

音
韻
論
的
解
釈
は
一

つ

し

か

な

い
+

と

い

う

作

業
仮
説
に

対

し
て

(

国
語
学
三

二
)

七

月

鐘
楼
煽
蠣
録
(

一

橋
論
叢
四

〇
ノ
一

)

九

月

孤
例
の

処
理

(

日

本
歴

史
一

二

三
)

一

一

月

古
代
日

本
語
の

間
投
詞
(

国
語
研
究
八
)

一

二

月

昭
和
三

四

年

一

月

三

月

五

月

六

月

一

二

月

一

二

月

昭
和
三

五

年

中
世
に

お

け

る

文
体
の

崩
壊
の

問
題
(

文
学
二

六
ノ
ー

二
)

(

一

九
五

九

年
)

孤
例
の

あ
る

ば

あ

び

(

日

本
歴

史
一

二

七
)

懐
悔
考
･

女
郎
考
(

国
語
学
三

六
)

服
部
四

郎
『

日

本
語
の

系
統
』

を

評
す

-
特
に

言
語
年

代
単
に

関
す

る

こ

と

を

中
心
に

I
(

文
学
二

七

ノ

五
)

意
味
の

変
化
と

表
現
価
値
･

｢

女
郎
+

の

語
の
■
ニ

ュ

ア

ン

ス

(

国
語
学
三

七
)

春
鴛
嘲
(

国
語
学
三

九
)

女
郎

考
追
記
､

虹
二

題
(

国
語
学
三

九
)

(

一

九
六

〇
年
)

/ ウ
､
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一

月

万

葉
集
第
一

五

番
の

歌
｢

渡
津
海
乃

…
…

清
明

己

曾
+

の

( 1 2 3) 名誉 教授亀井孝先 生 著作 目録抄

よ

み
に

つ

い

て

の

私
見
(

万

葉
三

四
)

二

月

お

馬
ひ

ん

ひ
ん

(

国
語
国
文
研
究
一

五
)

三

月

在
唐
記
の

｢

本
郷

波
字
音
+

に

関
す
る

解
釈
(

国
語
学
四

〇
)

五

月

｢

あ

め
つ

ち
+

の

誕
生
の

は

な

し

(

国
語
と

国

文

学
三

七

ノ

五
)

八

月

な

ん
だ

の

ゆ

く

え

(

国

語
学
四
一

)

八

月

貼
附

改
変
節
用
集
一

(

編
者
亀
井
孝

印
刷
者
高
羽

五

郎
)

〔

二

-
三

六

年
六

月
､

三

-
三

七

年

九

月
､

四

1
三

八

年

五

月
､

五

-
三

九

年
四

月
､

六

-
三

九
年
八

月
､

七

-
四

〇
年
一

二

月
､

八

-
四
一

年
一

〇
月
､

九
1
四

三

年
四

月
､

一

〇
1
四

五

年
一

〇
月

刊
〕

昭
和
三

六

年
(

一

九
六
一

年
)

一

月

わ

た

く

し

の

琉
球
語
へ

の

関
心
と

疑
問
(

方

言
学
講
座
四

月
報
)

二

月

調

(

日

本
歴

史
一

五
二
)

三

月

日

本
語

系
統
論
■の
諸
問

題
(

新

潟
大

学
･

国

文

学

会

誌

五
)

三

月

『

日

葡
辞
書
』

(

国

語
学
四

四
)

三

月

『

キ

リ
シ

タ
ン

教
義
の

研
究
』

解
説
(

橋
本
進

吾

博

士

著

作
集
一

一

岩
波
書
店
)

九
月

意
味
の

は

な
し

(

言
語
研
究
四

〇
)

日

本
語
と

東
ア

ジ

ア

諸
言
語
と
の

関
係
(

英
文
)

昭
和
三

七

年

六

月

一

〇
月

一

一

月

昭
和
三

八

年

五

月
五

月

九
月

一

一

月

一

二

月

昭
和
三

九
年

四

月

七

月

一

一

月
(

一

九
六
二

年
)

｢

オ

の

段
(

長
音
)

の

開
合
+

の

混
乱
を

め

ぐ

る
一

報

告

(

国
語
国
文
三
一

ノ

六
)

築
島
裕
著
『

国
語
学
要
説
』

(

言
語
研
究
四
二
)

テ

ィ

ダ
の

語
漁
(

山
田

孝
鹿
追
憶

史
学
語
学
論
集

宝

文
館
)

(

一

九
六

三

年
)

｢

オ

段
の

長
音
の

開
合
+

の

混
乱
を

め

ぐ

る
一

報

告

補

訂

(

国
語
国
文
三

二

ノ

五
)

〝

月
の

ご

と

い

つ

く

し
き

-
″

古
板
の

ま

り

あ
の

像

の
､

そ
の

賛
に

つ

い

て

1
(

日

本
歴
史
一

八

〇
)

日

本
語
の

歴

史
1

民

族
の

こ

と

ば
の

誕
生
(

共
著
)

(

平

凡
社
刊
)

『

日

本
語
の

歴
史
』

の

編
集
者
の

こ

と

ば

ー
金
田
一

先

生
の

書
評
に

お

答
え

す

る
1
-
-

(

学
能
五
ノ
一

一

)

日

本
語
の

歴

史
2

文
字
と

の

め

ぐ

り

あ
い

(

共
著
)

(

平

凡
社
刊
)

(

一

九
六

四

年
)

日

本
語
の

歴

史
3

言

語
芸

循
の

花
ひ

ら

く

(

共
著
)

(

平
凡

社
刊
)

日

本
語
の

歴
史
4

移
り

ゆ

く

古

代

語
(

共
著
)

(

平
凡

社
刊
)

日

本
語
の

歴
史
5

近

代
語
の

流
れ

(

共

著
)

(

平
凡

社

刊
)

3 6 3
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昭
和
四

〇
年
(

一

九
六

五

年
)

一

月

史
記
桃
汝
抄
の

研
究

本
文
第
一

(

共

著
)

(

日

本

学

街

振
興
会
刊
)

五

月

ヨ

一

口

ァ

パ

に

お

け

る

言

語
研
究

-
第
八

〇
回

例
会
報

告
概
要

-
(

都
立
大
学
方

言
学
会
会
報
五
)

五

月

日

本
語
の

歴
史
6

新
し

い

国

語
へ

の

歩
み

(

共

著
)

(

平
凡

社
刊
)

八

月

日

本
語
の

歴
史
7

世

界
の

な

か

の

日

本

語
(

共
著
)

(

平
凡

社
刊
)

二
月

村
山
七

郎
著
『

標
流
民
の

言
語
』

-
ロ

シ

ヤ
へ

の

漂
流

民
の

方
言
学
的
貢
献

-
(

言
語
研
究
四

八
)

昭
和
四
一

年
(

一

九
六
六

年
)

二

月

長
夜
十
眠

-
歳
旦

に

ち

な

み
て

-
(

日

本
歴
史
二
一

三
)

六

月

楊
貴
氏
に

つ

き

語
学
の

た

ち

ば

か

ら

(

日

本
歴

史
二

一

七
)

六

月

日

本
語
の

歴
史
別
巻

言
語
史
研
究

入

門
(

共

著
)

(

平

凡

社
刊
)

昭
和
四
〓

年
(

一

九
六

七

年
)

六

月

史
記
桃
源
抄
の

研
究

本
文

篇
二

(

共

著
)

(

日

本

学

術

振
興
会
刊
)

六

月

■コ
リ

ア

ド

の

辞
書
に

方
言
あ

り

や

(

国
語
学
六

九
)

八

月

｢

さ
ざ

れ
+

｢

い

さ

ご
+

｢

お

ひ

(

い
)

し
+

-
石
に

関

す
る

こ

と

ば
の

う
ち
か

ら

ー
(

香
椎
潟
三

七
ノ
一

二
)

一

〇
月

部
名
お
よ

び

郷
名
｢

璧
E

に

つ

い

て

こ

の

漢
字
の

仮
借

湖

の

こ

と

(

日

本
歴
史
二

三

三
)

昭
和
四

四

年
(

一

九
六

九
年
)

三

月

口

語
の

慣
用
の

徴
証
に

つ

き

そ
の

発
掘
と

評
価
(

国
語
学

七

六
)

四

月

切
e
t

岩
C

F
t

ロ

ロ

習
ロ

2 .
n
e

S

勺

E
-

已
○

管
口

旨
e
H

已
e

→

昌
･

ロ
O

F
e
H
【

胃
F

巴
t

-
N

∈

ヨ

ー

0

0

-

芯
F

ユ

鷲
n

】
一

旨
i

-

ぎ
ヨ

d
e
【

宣
e

昔

-
.

¶

ロ
t

O
t
S

亡

b
P

S

F
小

甘
弓
口

已

O
h

∽
O

C
-

巴

S
t

己

已
e

s
.

く
○
-
.

山

賀
〇
.

-
一

昭
和
四

五

年
(

一

九

七

〇
年
)

一

月

『

正

章
千

句
』

研
究
1

(

共
同
)

(

文

学
三

八
ノ
一

)

三

月

史
記
桃
汲
抄
の

研
究

本
文

第
三

(

共
著
)

(

日

本
学
術

振
興
会
刊
)

三

月

か

な
は

な

ぜ

濁
音
専
用
の

字
体
を

も
た

な

か

っ

た

か

-

九 六 三 三

月 月 月 月

を
め

ぐ
っ

て

か

た

る

(

一

橋
大
学
研
究
年
報
一

二
)

圏

外
の

精
神
フ

ー

ゴ

･

シ

ュ

ハ

ー

ト

(

言
語
研

究
五

七
)

す

ず
め

し

う
し

う
(

成
膜
国
文
三
)

｢

日

本
の

カ

テ
キ

ズ

モ

+

を

よ

む

(

ビ

ブ

リ

ア

四
五
)

『

十
七

行
本
古
酒
字
版
中
華
若
木
詩

抄
』

解

題
(

東

洋

文

庫
刊
)

一

〇
月

｢

こ

く
ご
+

と

は
い

か

な

る

こ

と

ば

な

り

や

(

国
語
と

国

文
学
四
三

ノ
一

〇
)

一

一

月

中
華
若
木
詩
抄
の

寛
永
版
に

つ

い

て

～
と

く
に

言
語
資

料
と

し

て

の

そ
の

個
性
の
一

面

-
(

方

言
研
究
年
報
一

▼へ
′

■

一⊥

､

-

㌧
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一

1

｡

叫

ノよ
｢

ー

I

し

■
■
.

_
∫ 1 ■

三
)

一

一

月

ソ

ス

ユ

ー

ル

へ

の

い

ざ

な
い

(

中
央
公

論
)

昭
和
四

大

年

二

月
三

月

/ ヽ 二 二

月 月 月

H
O
ノ

く

D
己
t

F
e

S

勺
a

r

岩
宅

ゴ
エ
t
t

e

l

-

ロ

A
n
c
小

e

ま
l

守

勺
P

ロ
e

∽

e
～

宣
e

ヨ
○
】

→
S

O

h

t

F
e

河
e

琵

琶
C

F

ロ
e

勺

駕
t

m
¢
ロ
t

O
≠

t

F
Q

T
O

増
○

出
亡
戸

村
〇
.

Z
〇
･

N

∞
･

(

一

九
七
一

年
)

言
語
の

歴
史
(

服
部
四

郎
編

言
語
の

系
統
と

歴
史

岩

波
書
店
)

史
記
桃
激
抄
の

研
究

本
文
篇
四

(

共

著
)

(

日

本

学

循

振
興
会
刊
)

漆
相
方

旦
が

作
の

抄
も
の

の

う
ち

か

ら

(

国
語
学
八
四
)

か

ァ

ご

め

か
ご

め

(

成
供
国
文
四
)

亀
井
孝
論
文
集
1

日

本
語
学
の

た

め
に

(

吉
川

弘
文
館

五

月

一

〇
月

昭
和
四

九

年

一

月

八

月

一

一

月

昭
和
五

〇
年

′
四

月

( 1 2 5) 名 誉教 授亀井孝先 生 著作 目録抄

刊
)

,

昭
和
四

八

年
(

一

九

七

三

年
)

三

月

史
学
桃
渡
抄
の

研
究

本
文
篇
五

(

共

著
)

(

日

本

学
術

振
興
会
刊
)

五

月

日

ポ

辞
書
〝

に

せ

よ

版
″

印
行
始
末
記
(

『

日

葡

辞

書
』

勉
誠
社
刊
)

昭
和
五
一

年

四
･

五

月

ベ

ダ
ン

ト
リ

ー

の

た

め

に

(

一

橋
論

叢
六

九
ノ

五
)

亀
井
孝
論
文
集
2

日

本
語
系
統
論
の

み

ち

(

吉
川

弘
文

館
刊
)

(

一

九
七

四

年
)

日

本
語
系
統
論
に

つ

き
､

そ
の

た

ど

り

き
た

り

し

あ

と

を

か

え

り
み
､

ま
た
､

そ

の

ゆ

く

す
え

を
お

も
い

､

す
こ

し

く

私
見
を
の

ぶ

(

月
刊
言
語
三

ノ
一

)

天
皇
制
の

言
語
学
的
考
察

1
ベ

ル

リ

ン

自
由
大
学
に

お

け
る

講
義
ノ

ー

ト

よ

り

(

寺
柚
正

夫
訳
)

(

中
央
公
論
)

蒜
改
編
節
用
集
(

勉
誠
社
刊
)

(

一

九
七
五

年
)

万

葉
集
五

二

五

番
の

第
二

句
｢

小

石
+

の

訓
を

め

ぐ
っ

て

ー
ー
ー

な
い

こ

と

を

た

て

に

と
っ

て

の

あ

げ
つ

ら
い

(

文
学

四
三

ノ

四
)

(

一

九
七
六

年
)

わ
か

も
の

文
法
学
徒
た

ち

(

月

刊
言
語

五
ノ

四
･

五
)

語
学
資
料
と

し

て

の

中
華
若
木
詩

抄
(

清
文

堂

刊
)

(

未

刊
)

(

酒

井
憲
二

霜
)

3 β5




